
条例の概要 

目的 

誰もが個人として尊重され、様々なふれあいや交流のなかで、安全に安心して快適に心ゆたか 

に過ごすことができるまちの実現を図る 

基 本 理 念 

基本的施策（ソフト） 

推 進 指 針 

誰にもやさしいまちづくりに関する目標、施策の方向、具体的指針、その他重要な事項 

責 務 

市 事業者 市民 

・積極的な取り組み 

・市の施策への協力 

(・住宅及び居住環境の 

整備) 

・積極的な取り組み 

・市の施策への協力 

・施設の整備 

・総合的計画的施策の実施 

・市民、事業者への支援 

・施設の整備 

誰にもやさしいまちづくり推進会議 

推進指針、認定証の基準、その他推進に関することの調査審議 

施設の整備等（ハード） 認定証の交付 

相互理解と交流を深め、 支えあう心を育てる 

こと 

利用しやすい施設や生活環境を整備するこ 

と



基本的施策（ソフト） 

施設の整備など（ハード） 

～支えあう心の育成～ 

・市民意識の高揚 

・教育の充実 

・交流やふれあいの促進 

・高齢者、障がい者などに 

配慮した施策の推進 など 
～地域福祉の推進など～ 

・地域福祉の推進 

・子どもが健やかに育つ 

環境の整備 

・健康づくり活動の充実 

・福祉、保健、医療サー 

ビスの充実 など 
～安全の確保など～ 

・生活上の安全確保 

・情報提供 

・地域ぐるみの雪対策 

・個人の特性に応じたサ 

ービスの提供 など 

～高齢者、障がい者などが 

利用しやすい施設に整備 

することへの努力義務～ 

・多くの人が利用する施設 

・工作物 

・交通環境 

・住宅および居住環境 ～ハートビル法による適合義務 

への付加～ 

・対象建築物の追加 

・建築規模の引下げ 

・構造および配置に関する基準の 

追加 

（階段、便所、浴室など、車いす 

使用者用客室、利用円滑化経路）


